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【目的】 

当院では透析患者の情報管理、透析スタッフへの業務支援、業務の効率化、他部署への情報提供を目的

として 2003 年より透析支援システムを開発し運用してきた。今回透析支援システム運用の実際と院内外シ

ステムとの連携について報告する。 

【透析支援システム開発会社】 

『株式会社プロシード、株式会社データビジネスサプライ』対応 OS：WINDOWS 

【院内医療システムの概要】 

『カルテ』ＮＥＣ社製電子カルテ HS－MIRAI 『放射線システム』東芝社製ネットワーク、フジフィル

ム社製デジタル撮影機 『検査システム』ＢＭＬシステム 『医事会計システム』ＮＥＣ社製ＩＢＡＳ 

【透析支援システムの概要】 

1. 透析患者情報（基本情報、体重、血圧、看護記録、各種履歴等）は全て透析支援システムに集中管理

し透析記録への自動転記を実施、長期予定の管理を行うため患者個々の予定管理カレンダーを採用。 

2. 情報は RAID システムを有した専用サーバーに集積、情報入出力端末は無線ＬＡＮによるノートＰＣ

と固定有線端末を採用。 

3. 電子カルテよりカルテ情報を受け取り、医師所見、オーダー情報、入退院情報、薬剤情報、手術情報

等を透析支援システムに反映。 

4. 放射線システムとの連携により胸部写真を患者別に自動デジタル保管、ＣＴＲ測定機能を用いて測定

した結果は患者個々のＣＴＲ履歴へ自動で格納される、また DICOM,JPEG 形式で別保管可能。 

5. 検査システムとの連携により血液検査はグループ別一括オーダーを実施、結果は紙検査結果表、CSV、

EXEL 形式での抽出が可能。 

6. 院内他部署への情報提供として基本情報、医師看護師記録、病名、薬剤履歴、胸部レントゲン画像の

みを表示する別ソフト（透析支援ビュー）を 204 ヵ所全ての電子カルテ端末で利用可能であり透析患

者情報提供ツールとしている。 

7. 全ての情報は CSV 形式での抽出が可能、EXEL、ACCESS、FileMaker、StatView などのソフトで

利用が可能であり、透析患者に関する情報分析や統計が簡便に行える。 

8. システム開発会社が高崎市にありエラー時の対応やシステム変更事例に素早く対応できる。 

【まとめ】 

透析医療は入院や外来患者に実施される医療と違い、多人数のグループに対し独自の医療形態をとるた

め電子カルテを中心としたシステムでは処理不可能なケースが多い。そこで当院では透析医療に特化し、

なおかつ他システムとの連携を強化したシステムを開発し日常業務を行っている。今後は透析医療の分野

でも今以上のＩＴ化が進むと思われるが、最も有用な透析システムは透析医療の現場の人々の使い勝手が

良く、かつ個々の施設の状況に応じたシステムであると思われる。 


